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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月2日(2018.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　以下を含む医薬組成物:
(i)1～50重量％の化合物1の塩酸塩;
【化１】

(ii)セルロース粉末、ケイ化微結晶セルロースアセテート、圧縮糖、粉砂糖、トウモロコ
シデンプン及びアルファ化デンプン、デキストレート、デキストリン、デキストロース、
エリトリトール、エチルセルロース、フルクトース、フマル酸、パルミトステアリン酸グ
リセリル、吸入用乳糖、イソマルト、カオリン、ラクチトール、ラクトース、トウモロコ
シデンプン、微結晶性セルロース、マルトデキストリン、マルトース、マンニトール、中
鎖トリグリセリド、微結晶性セルロース、ポリデキストロース、ポリメタクリレート、シ
メチコン、ソルビトール、アルファ化デンプン、滅菌トウモロコシ、スクロース、球状糖
、スルホブチルエーテルβ-シクロデキストリン、タルク、トラガカント、トレハロース
、及びキシリトールから選択される、49.9～94重量％の不活性固体希釈剤;
(iii)キャノーラ油、硬化ヒマシ油、綿実油、ベヘン酸グリセリル、モノステアリン酸グ
リセリル、パルミトステアリン酸グリセリル、中鎖トリグリセリド、鉱物油、軽油、オク
チルドデカノール、ポロキサマー、ポリエチレングリコール、ポリオキシエチレンステア
レート、ポリビニルアルコール、デンプン、及び水素化植物油から選択される、0.1～5重
量％の非イオン性滑沢剤;
(iv)アルギン酸、粉末セルロース、キトサン、コロイド状二酸化ケイ素、トウモロコシデ
ンプン及びアルファ化デンプン、クロスポビドン、グリシン、グアーガム、低置換ヒドロ
キシプロピルセルロース、メチルセルロース、微結晶性セルロース、及びポビドンから選
択される、0.1～5重量％の非イオン性崩壊剤;及び
(v)粉末セルロース、コロイド状二酸化ケイ素、疎水性コロイド状シリカ、二酸化ケイ素
、及びタルクから選択される、0.1～0.5重量％の流動促進剤。
【請求項２】
　前記不活性固体希釈剤が、微結晶性セルロースである、請求項1記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記滑沢剤が、植物油、グリセロールジベヘネート、又はポリエチレングリコール10,0
00である、請求項1記載の医薬用滑沢剤。
【請求項４】
　前記崩壊剤が、ポリビニルポリピロリドン、アルファ化デンプン、又は微結晶性セルロ
ースである、請求項1記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記化合物1の塩酸塩が1:1:3の[化合物1:HCl:H2O]付加物である、請求項1～4のいずれ
か一項記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記化合物1の塩酸塩が固体結晶形態にある、請求項1～5のいずれか一項記載の医薬組
成物。
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【請求項７】
　前記化合物1の塩酸塩が、少なくとも以下の位置: 7.3, 8.4, 8.8, 10.7, 12.0, 12.2, 
13.2, 13.7, 14.5, 16.3, 16.7, 17.6, 19.3, 20.2, 20.6, 21.0, 21.4, 21.8, 22.8, 23
.4, 23.9, 24.5, 25.2, 25.7, 25.9, 26.4, 27.2, 27.7, 28.3, 28.6, 28.9, 29.2, 29.6
, 7及び32.7° 2θ±0.2° 2θのうちのすべてにある粉末X線回折ピークによって特徴付
けられる、請求項1～6のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項８】
　さらなる治療剤を含む、請求項1～7のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項９】
　錠剤形態にある、請求項1～7のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　カプセル形態にある、請求項1～7のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　医薬に使用するための、請求項1～10のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　炎症性病態、自己免疫疾患、増殖性疾患、アレルギー、移植片拒絶、軟骨恒常性の低下
及び/もしくは破壊を伴う疾患、先天性軟骨形成異常、及び/又はIL6もしくはインターフ
ェロンの分泌過多に関連する疾患の予防並びに/又は治療に使用するための、請求項1～10
のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　請求項1～10のいずれか一項記載の医薬組成物が、別の治療剤と組み合わせて投与され
る、請求項11又は12記載の使用のための組成物。
【請求項１４】
　前記さらなる治療剤が、炎症性病態、自己免疫疾患、増殖性疾患、アレルギー、移植片
拒絶、軟骨恒常性の低下及び/もしくは破壊を伴う疾患、先天性軟骨形成異常、及び/又は
IL6もしくはインターフェロンの分泌過多に関連する疾患の予防並びに/又は治療のための
薬剤である、請求項8記載の医薬組成物、又は請求項13記載の使用。
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